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＜連絡事項＞

・全体連絡会議のスクリプト内容についてですが、患者様の状態を書く事が目的ではなくどういった治療やケアが展開され、それらに対して患者様の反応がどうであったのか？などの治療・ケアプロセスが分かるように記載する事が原則ですが、現在の記録内容からは治療・ケアプロセスが分かるような記録がされていません。

“様子観察しています”とよく使われていますが、言葉の意味を理解せず使っている事があります。“薬を飲んでいます”という記述があった際も、いつからいつまで何の為にその薬を服薬しているのか？また、その後の変化の記録が全くされていません。記載時も必要最低限の病棟名称の表現がされていない時もあります。このような記載に関しても、現場ではそういった視点で業務が展開されて行くべきです。医療従事者としての心構えを各自がきちんと持ち、治療・ケアプロセスが分かるような記載やその後の経過がわかる記載をして行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　正長様～本日、皮膚科診察をしています。背部湿疹が継続して見られている事から、デキサメサゾン　3Ｔ　3×1/5Ｔ（副腎皮質ステロイド剤）臨時処方となっています。本人より背部湿疹についての掻痒感の訴えは聞かれていませんが、引き続き、背部湿疹の状態の観察をして行きましょう。

・出河　攻様～本人より「まだ鼻汁があるから、風邪薬を続けたい。」と話しがあり、　　　　ＰＬ　3Ｐ　3×1/3Ｔ（総合感冒薬）が臨時処方となっています。うがい・手洗いを促し、風邪症状の有無の確認を再度行なって下さい。

・八森　正様～右奥歯が抜けてしまい、歯科受診希望しています。ご家族より了承を得て、医事チームへの連絡しています。

・島川　貴仁様～新聞の個人購読希望され、ご家族からも了承を得ています。

・三村　れい子様～本日、外泊訓練から戻られ主治医・旦那様・本人と三者面談を行なっています。問題なく外泊出来ており、日常生活面でも支障がみられなくなってきている事から、10/12（木）10：00に退院予定です。初外来日が10/25（水）10：00となっています。退院まで、服薬自己管理を行なっていきますので、本人と服薬の確認をして飲み忘れ・２重服薬等のないように注意して行きましょう。10/11（水）のカンファレンスにて退院療養検討会を行ないますので、担当スタッフは退院療養計画書を作成して下さい。

・小笠原　禮子様～現在、左足背の浮腫・熱感ありアスモロールを使用していましたが、本人より「湿布の臭いでオエッてなる」とあり、ナパゲルン軟膏へと変更になっています。引き続き、左足背部の状態観察をしてきましょう。

・伊藤　義彦様～10/3（火）に弟様が面会へ来られ、主治医との面談の日程を伝えて頂く予定でしたがその日の面会はなく、スタッフ側から現在、電話連絡にて日程の確認をしている最中です。（弟様が昼から夜へかけてのお仕事をしているとの事で、不在となっている事が多いです。）弟様より面談についての日程が分かり次第、ＰＳＷ下平へも連絡するようにして下さい。

・庭田　智樹様～夜間、不眠で経過する事が多く「医療費について考えると不安で眠れない」と話す事があり、スタッフより高額医療の制度についての説明をしている事あります。お母様が面会へ来られた際に、ＰＳＷ下平より再度、医療費等についての説明をしていくとの事ですので、面会時は連絡をするようにして下さい。夜間の睡眠状態の観察、日中の眠気の有無についての観察をして行きましょう。また、本人より経済的な面や、肝硬変と診断された不安の訴え聞かれた際は、傾聴するようにして行きましょう。

＜歯科受診＞

・上道　茂様～本日で、歯科受診終了となります。

・八森　正様～右奥歯が抜けた為、現在予約待ちとなっています。

・佐々木　みね様～義歯が割れ修理をして頂いていましたが、後の歯科受診を本人が拒否し、義歯の調整が出来ずに歯科にて保管して頂いています。次回の歯科受診の際も、本人へ説明し歯科受診をして頂くようにして行きましょう。

※次回の歯科診察は10/13（金）となっています。

＜作業報告・検討＞

・庭田　智樹様～10/2（火）に八戸赤十字病院を受診し肝硬変と診断され、10/3（水）の作業の際には遅れて参加される事があります。遅れて来た際に声掛けするも「寝てた。」と話され、身体不調の訴えなどは聞かれていません。時折、肝硬変という診断に対しての気分の落ち込み等があるように伺えますので、不安や気分の落ち込みに対しての訴えがあった際は、話を傾聴して行きましょう。参加時は表情の変化は乏しいが、拒否なく参加され、パズルに取り組まれる事あります。他者との交流も取れているように伺えます。作業スタッフより、本人へは気分転換へ来るつもりで参加してみるよう伝え、本人が不調等を訴えた際は、無理のないようにとの事です。現在、意欲の低下傾向が見られるため、意欲向上・自信付けとなれるよう、声掛けこまめに行い本人が何かを訴えた際は傾聴していきましょう。

・若松　澄子様～落ち着いて参加する事が出来ていますが、色塗りのファイルを間違えて他者の物を持って行く、作業棟の鉛筆と消しゴムを病棟へ持って帰って来る事があります。本人へ声掛けすると、拒否・粗暴的となる事なく返す事が出来ています。作業参加時は、時折、足踏みやドアノブ弄り等の奇異な行動が見られる事がありますので、声掛けし、少しでも現実へ目を向けられるように関わって行きましょう。また、物品の確認も徹底して行きましょう。

＜青仁会　ふれあい秋祭りについて＞

・日程：10月7日（土）13時～17時（病棟患者様は16時まで）※雨天決行です。

・当日の服装：下はジーパンでも可（但し、スウェットや穴の開いたジーパンは不可）

上は白・黒・紺のＴシャツ（但し、派手な柄物は不可・ワンポイント程度は可）

※寒い事も考えられますので、カーディガン等の着用も可です。

・土曜日のＳＳＴ→Ａ・Ｂ・Ｃグループに関しては、午前中に全て行なって下さい。

※アルコール依存症治療プログラムに関しても、ＳＳＴと同時進行して下さい。

・屋台・展示見学：各誘導メンバー45分ずつの見学となります。（演芸・屋台見学含め）また、患者様が外へ出るため、外用の靴の確認を各受け持ちスタッフで確認するようにして下さい。（外用の靴がなく準備が出来ない場合は内履きを使用し、病棟へ戻る際に雑巾でよく拭いて戻って頂くようにしましょう。）

※ゲタ箱の使用についてですが、地域の方などが使用するとの事ですので病棟患者様は、ビニール袋に内履きを入れて頂く事になります。（袋は、普段売店で買物をする際に貰う袋で良いと思われます。）

・誘導メンバー：病棟留守番を2名残す以外は全員で患者様の演芸・展示見学の誘導となります。（詳しくは担当・三和がタイムテーブルを配布します。）

※宮本　建蔵様：幻聴の訴え聞かれるなど精神状態不安定という事から、今回は見学への参加はしませんが、屋台での買物の希望を本人より聞きスタッフが買って来るようにして下さい。

※措置入院患者様について：西川　和恵様・出河　攻様・佐藤　昌宏様・小笠原　禮子様・石切　久様の5名は、いずれも主治医が安ヶ平Ｄｒとなっており事前に主治医の許可を得ています。（いずれの患者様も、精神状態の活発さはなく落ち着いて過ごす事が出来ています。）誘導の際は、付き添うというだけではなく、保護監督という形で看護者2名が付く形で外出して頂く形となります。所在の確認を確実に行うようにして下さい。

※その他の患者様について：措置入院患者様と同様に、常に所在の確認をして病棟へ戻って来た際も人員確認を確実に行いましょう。また、普段より帰宅要求等が強い方も居られますので離院のないようにして行きましょう。

・見学時のトイレの使用について：南病棟Ａユニット・Ｂユニット間のホールにあるトイレを使用することになります。

・物品の貸し出しについて：Ａユニットのビデオデッキ　1台

Ｂユニット保管の果物ナイフ　1丁

ＰＨＳ（番号：126）　1台

※祭り担当者が受け取りに来た際は、貸し出しをして下さい。
